
 

直線磁化プラズマにおける軸方向不均一性の観測	
 
Observation of axial inhomogeneity in a linear magnetized plasma. 
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 直線磁化プラズマにおいて、近年径方向の密度

や流速不均一性に加え、軸方向の圧力や流れ場の

不均一性が計測された。プラズマの不安定性は軸

方向の不均一性にも強く影響されることが理論

的に示されており[1]、更に、乱流により径方向不
均一性と軸方向不均一性が相互に影響を及ぼす

事が明らかになった[2]。そこで本研究では軸方向
の不均一性と揺動構造との関連を詳細に観測す

ることを目的とする。 
	
 実験は直線磁化プラズマ装置PANTA(半径 5 
cm 、軸長 4 m )を用いて行った。実験条件は磁
場を 0.09 G 、中心アルゴンガス圧を 1 mTorr 
とした。ヘリコン波で生成したプラズマは、中心

密度は 1 × 1019 m-3 、電子温度は 3 eV である。
本実験では軸方向に径方向可動型の6つのプロー
ブを配置して軸方向の不均一性を径方向に中心 
2.0 cm から 5 mm 間隔で 6.0 cm まで測定し
た。図1に r = 4.0 cm の浮遊電位の揺動スペクト
ルを示す。尚、浮遊電位の揺動レベルを計算する

際に電子温度をすべての径方向位置で 3 eV で
一定であると仮定している。 

 
図1:浮遊電位の軸方向分布(r=4.0cm) 

 
図中の太線と細線はプラズマの上流部(z= 
0.625m)と下流部(z=3.875m)のスペクトル分布

をそれぞれ示している(ヘリコンソースは z = 0 
m にある。)。図1より、 0.6 kHz , 2.5 kHz , 2,8 
kHz , 3.7 kHz 周辺のスペクトルピークが上流
部と下流部で変化していることが分かった。中

でも 0.6 kHz のピークは高さが大きく変化し
ていることがわかる。またその周波数帯域にお

いて、 z = 1.875 m の周方向プローブ計測で 周
方向モード数は m = 1 であることが分かった。 
	
 図2に 0.6 kHz のイオン飽和電流と浮遊電位
の揺動スペクトルのピーク値の径方向分布を

示す。中心部では電位揺動が強く、周辺部では

密度揺動が強くなる。軸方向モード数の計測か

らこれら特徴的な領域で軸方向波数が変わる

ことが観測されており、異なる揺動が3次元的
に領域をシェアしながら共存している可能性

が示唆された。講演では軸方向波数の変化の詳

細について述べる。 
 

 
図2:上流及び下流における電位揺動と密度揺動     
   との比 
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